
議
案
第
４
号

「
高
梁
市
事
務
分
掌
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
」

◎
委
員　

徹
底
し
た
情
報
公

開
が
求
め
ら
れ
て
い
る
中

で
、
政
策
統
括
監
を
置
く
こ

と
が
、
市
民
の
声
を
し
っ
か

り
と
聞
く
組
織
に
つ
な
が
る

と
は
思
え
な
い
。

◆
執
行
部　

行
財
政
改
革
の

定
員
管
理
の
適
正
化
に
伴
う

簡
素
で
効
率
的
な
組
織
づ
く

り
を
進
め
、
公
聴
機
能
の
強

化
を
図
る
た
め
に
設
置
す
る

も
の
で
あ
る
。

議
案
第
23
号

「
高
梁
市
成
羽
文
化
セ
ン

タ
ー
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
」

　

こ
の
審
査
に
あ
た
っ
て
、

工
事
の
基
礎
部
分
の
高
さ
を

当
初
設
計
か
ら
変
更
を
余
儀

な
く
さ
れ
た
と
の
新
聞
報
道

に
よ
り
、
委
員
全
員
で
成
羽

文
化
セ
ン
タ
ー
へ
赴
き
、
工

事
関
係
者
か
ら
施
工
の
内

容
、
工
事
進
捗
状
況
、
改
善

策
に
つ
い
て
説
明
を
受
け

た
。

◎
委
員　

最
初
設
け
た
基
準

点
を
変
更
す
る
時
に
、
設
計

監
理
業
者
は
立
ち
会
っ
て
な

か
っ
た
の
か
。

◆
設
計
監
理
者　

最
初
の
確

認
は
し
て
い
る
が
、
実
際
の

工
事
に
入
っ
て
か
ら
は
、
立

ち
会
っ
て
い
な
い
。

議
案
第
51
号

「
平
成
23
年
高
梁
市
一
般
会

計
予
算
」

◎
委
員　

備
中
高
梁
駅
整
備

事
業
負
担
金
に
つ
い
て
、
改

め
て
詳
し
い
説
明
を
求
め

る
。

◆
市
長　

駅
の
整
備
計
画

は
、
平
成
18
年
の
新
バ
リ
ア

フ
リ
ー
法
の
制
定
に
よ
り
、

高
梁
駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

に
よ
る
駅
橋
上
化
の
計
画
が

な
さ
れ
、
Ｊ
Ｒ
と
の
協
議
を

今
日
ま
で
進
め
て
き
た
も
の

で
あ
る
。
整
備
に
お
い
て
は

本
市
に
有
利
な

財
源
の
確
保
と

い
う
面
か
ら
合

併
特
例
債
を
考

え
、
平
成
26
年

度
を
目
途
に
、

平
成
23
年
度
中

に
設
計
を
考
え

て
い
た
。
し
か

し
、
本
会
議
で

の
議
論
経
過
を

踏
ま
え
、
原
点

に
立
ち
返
り
、

再
検
討
を
行
い

た
い
。

議
案
第
11
号

「
高
梁
市
川
上
フ
ラ
ワ
ー
フ

ル
ー
ツ
パ
ー
ク
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
」

◎
委
員　

こ
の
施
設
の
運
営

状
況
と
今
後
の
活
動
方
針
に

つ
い
て
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。

◆
執
行
部　

平
成
22
年

度
に
つ
い
て
は
２
月
20

日
時
点
で
、
利
用
者
数

６
６
２
５
人
で
、
売
り
上
げ

が
６
３
６
万
６
７
３
６
円
、

指
定
管
理
委
託
料
と
し
て
約

３
４
７
万
円
を
支
払
っ
て
い

る
。
現
在
、
川
上
町
農
林
業

振
興
協
会
を
指
定
管
理
者
と

し
て
お
願
い
し
て
い
る
が
、

売
り
上
げ
が
少
な
く
、
委
託

料
だ
け
で
は
維
持
管
理
費
に

し
か
充
て
ら
れ
ず
、
人
件
費

が
払
え
な
い
状
況
で
あ
り
、

こ
の
ま
ま
指
定
管
理
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
な
い
と
の
こ

と
か
ら
、
当
面
の
管
理
は
直

営
を
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
直
売
所
部
分
に
つ

い
て
は
、
地
元
の
方
か
ら
借

り
受
け
の
希
望
が
あ

り
、
地
域
の
活
性
化

の
た
め
に
も
、
こ
の

施
設
を
有
効
に
活
用

し
て
い
き
た
い
。

議
案
第
35
号

「
平
成
22
年
度
高
梁
市

一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
９
号
）」

◎
委
員　

災
害
の
復

旧
状
況
に
つ
い
て
詳

し
い
説
明
を
求
め
る
。

◆
執
行
部

　
平
成
22

年
度
は
年
間
で
５
回
、
73
件

の
災
害
が
発
生
し
た
。

　

今
年
度
で
52
件
の
復
旧
工

事
を
予
定
し
て
お
り
、
残
り

の
21
件
に
つ
い
て
は
新
年
度

で
過
年
度
災
害
分
と
し
て
復

旧
工
事
を
予
定
し
て
い
る
。

議
案
第
51
号

「
平
成
23
年
度
高
梁
市
一
般

会
計
予
算
」

◎
委
員　

先
の
東
日
本
大
震

災
の
影
響
で
、
今
後
の
日
本

経
済
、
ま
た
地
方
交
付
税
あ

る
い
は
交
付
金
が
ど
う
な
る

か
わ
か
ら
な
い
状
況
の
中

で
、
例
え
ば
ボ
ン
ネ
ッ
ト
バ

ス
購
入
費
が
予
算
計
上
さ
れ

て
い
る
が
、
今
の
日
本
の
状

況
を
勘
案
し
、
購
入
計
画
を

見
直
し
、
も
う
一
度
考
え
る

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
。

◆
執
行
部　

ボ
ン
ネ
ッ
ト
バ

ス
の
購
入
に
つ
い
て
は
、
車

両
の
点
検
、
塗
装
を
行
い
、

早
く
て
も
６
月
か
ら
の
運
行

を
予
定
し
て
い
る
が
、
震
災

の
影
響
を
考
え
、
予
算
執
行

に
あ
た
っ
て
は
、
慎
重
に
対

応
し
て
い
き
た
い
。
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総
務
文
教
委
員
会
の

　
　 

審
議
の
あ
ら
ま
し

 

産
業
経
済
委
員
会
の

　
　 

審
議
の
あ
ら
ま
し

 
 

委

員

会

報

告

成羽文化センターホールで説明を受ける委員



　

委
員
会
の
冒
頭
に
お
い

て
、
市
長
よ
り
新
庁
舎
建
設

に
当
た
っ
て
は
、
原
点
に
返

り
、
新
庁
舎
建
設
調
査
特
別

委
員
会
、
そ
し
て
議
会
全
員

協
議
会
で
決
定
さ
れ
た
、
議

会
と
し
て
の
意
思
を
真
摯
に

受
け
止
め
、
最
大
限
尊
重
さ

せ
て
い
た
だ
く
と
の
発
言
が

あ
っ
た
。

◎
委
員　

新
庁
舎
等
建
設
に

か
か
わ
る
予
算
の
詳
し
い
説

明
を
求
め
る
。

◆
執
行
部　

測
量
設
計
委
託

料
と
し
て
２
０
０
０
万
円
、

旅
費
、
需
用
費
な
ど
の
事
務

費
と
し
て
57
万
３
０
０
０
円

を
計
上
し
て
い
る
。

　

測
量
設
計
委
託
料
は
、
複

合
施
設
と
い
う
こ
と
も
想
定

し
、
総
合
計
画
の
実
施
計
画

に
上
げ
て
い
る
新
庁
舎
の

工
事
費
17
億
２
０
０
０
万

円
と
図
書
館
の
工
事
費

５
億
５
０
０
０
万
円
を
も
と

に
積
算
し
て
い
る
。
事
業
内

容
と
し
て
は
、
ボ
ー
リ
ン
グ

調
査
、
各
種
測
量
、
基
本
設

計
を
予
定
し
て
い
る
。

◎
委
員　

建
設
位
置
を
含

め
、
市
民
合
意
が
得
ら
れ
る

ま
で
こ
の
予
算
の
執
行
を
凍

結
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

◆
執
行
部　

こ
れ
ま
で
議
会

に
示
し
た
建
設
案
は
、
事
務

担
当
者
の
域
を
出
な
い
も
の

で
あ
り
、
市
民
に
説
明
す
る

た
め
に
も
、
ボ
ー
リ
ン
グ
調

査
な
ど
を
行
い
、
科
学
的
な

根
拠
を
示
し
、
専
門
家
の
協

力
を
得
て
視
覚
的
に
わ
か
り

や
す
い
説
明

資
料
を
作
成

し
て
い
き
た

い
。

　

現
在
地
で

建
て
替
え
た

場
合
、
複
合

施
設
と
し
て

の
建
設
が
可

能
か
ど
う
か

未
確
定
な
部

分

も

あ

り
、

専
門
家
の
意

見
も
求
め
て

い
き
た
い
。

◎
委
員　

新
庁
舎
建
設
の
財

源
に
関
し
て
、
東
日
本
大
震

災
に
よ
る
影
響
を
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

◆
執
行
部　

新
庁
舎
建
設

の
主
な
財
源
で
あ
る
交
付

税
、
起
債
に
つ
い
て
は
、
直

接
的
な
影
響
は
考
え
ら
れ
な

い
が
、
交
付
税
の
算
定
基
礎

で
も
あ
る
国
税
な
ど
が
大
幅

に
減
少
す
れ
ば
、
間
接
的
に

は
影
響
が
想
定
さ
れ
る
。
減

少
額
が
そ
の
ま
ま
地
方
に
波

及
す
る
こ
と
は
考
え
に
く
い

が
、
今
後
の
国
の
動
向
に
は

注
視
を
し
て
い
き
た
い
。

議
案
第
51
号

｢

平
成
23
年
度
高
梁
市
一
般

会
計
予
算｣

◎
委
員　

子
宮
頸
が
ん
予
防

ワ
ク
チ
ン
の
供
給
不
足
が
生

じ
て
、
国
に
お
い
て
は
接
種

対
象
年
齢
の
引
き
上
げ
が
検

討
さ
れ
て
い
る
。
本
市
で
は

ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の

か
。

◆
執
行
部　

国
か
ら
接
種
対

象
を
高
校
２
年
生
ま
で
と
す

る
よ
う
通
知
が
さ
れ
て
い

る
。
本
市
で
は
、
高
校
１
年

生
で
接
種
し
て
い
れ
ば
高
校

２
年
生
に
な
っ
て
も
接
種
で

き
る
こ
と
と
し
て
い
る
が
、

ワ
ク
チ
ン
の
供
給
不
足
が
生

じ
て
い
る
状
況
か
ら
、
初
回

接
種
が
高
校
２
年
生
ま
で
で

き
る
よ
う
対
応
し
て
い
き
た

い
。

◎
委
員　

健
康
増
進
施
設
朝

霧
温
泉｢

ゆ
・
ら
・
ら｣

で

の
健
康
づ
く
り
事
業
に
つ
い

て
、
そ
の
実
施
方
法
は
ど
う

い
う
も
の
か
。
ま
た
市
民
へ

の
周
知
は
ど
の
よ
う
に
し
て

い
く
の
か
。

◆
執
行
部　

指
定
管
理
者
か

ら
提
案
さ
れ
て
い
る
14
の
健

康
づ
く
り
メ
ニ
ュ
ー
を
軸

に
、
幅
広
い
年
齢
層
か
ら
多

く
の
市
民
が
参
加
し
て
も
ら

え
る
よ
う
に
、
詳
細
な
部
分

に
つ
い
て
、
現
在
協
議
を
進

め
て
い
る
。
市
民
へ
の
周
知

に
つ
い
て
は
、
健
康
づ
く
り

事
業
は
市
の
委
託
事
業
で
あ

り
、
広
報
紙
に
よ
る
広
報
も

検
討
し
て
い
る
。

◎
委
員　

プ
ー
ル
を
利
用
す

る
こ
と
は
、
内
臓
疾
患
や
腰

痛
に
一
定
の
効
果
が
あ
る
と

聞
い
て
い
る
。
成
果
を
上
げ

て
い
る
近
隣
の
施
設
な
ど
を

視
察
し
研
究
を
し
な
が
ら
、

こ
の
事
業
が
効
果
の
あ
る
も

の
と
な
る
よ
う
に
取
り
組
ん

で
い
た
だ
き
た
い
。

議
案
第
69
号

｢

平
成
22
年
度
高
梁
市
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予

算｣◎
委
員　

国
保
連
合
会
の
拠

出
金
の
誤
算
定
が
、
過
去
４

年
間
に
わ
た
っ
て
あ
っ
た
と

報
道
さ
れ
て
い
る
。
詳
し
い

説
明
を
求
め
る
。

◆
執
行
部　

報
道
後
、
国
保

連
合
会
よ
り
誤
算
定
は
過
去

３
年
間
と
訂
正
が
入
り
、
平

成
20
年
度
以
降
の
高
額
医
療

費
共
同
事
業
拠
出
金
及
び
保

険
財
政
共
同
安
定
化
事
業
拠

出
金
に
誤
り
が
あ
っ
た
。
そ

の
総
額
は
約
８
０
０
万
円
に

な
る
と
連
絡
を
受
け
て
い

る
。こ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、

国
庫
支
出
金
と
も
関
わ
り
が

あ
る
の
で
、
国
と
協
議
が
行

わ
れ
て
い
る
。
市
と
し
て
は

そ
の
結
果
を
待
っ
て
対
応
す

る
こ
と
に
な
る
。

 
市
民
生
活
委
員
会
の

　
　 
審
議
の
あ
ら
ま
し

 

　
新
庁
舎
建
設
調
査
特
別
委
員
会
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

審
議
の
あ
ら
ま
し
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　去る４月１２日 （火）、 高梁総合福祉セン

ターで議員研修会を行いました。 当日は講

師に川上診療所の菅原英次所長をお招き

して 「高梁市西部地域の地域包括ケア」

と題して講演をしていただきました。

　講演では、 合併前から川上町では福祉の

まちづくりに力を入れてきており、 旭川荘か

ら各種の福祉施設を誘致されました。 現在

高梁市内において約１４０名の雇用も生み

出しています。 また川上診療所と老人保健

施設を併設することは当初、 県の担当者か

ら厳しいとの意見もあった中、 「複数の常勤

医師の確保のために診療所と老人保健施設を併設」 する必然性の中で取り組んだため、 今は順調に推

移しています。 また、 過疎化が進み、 地域に集落が点在するため、 往診や訪問医療の効率性が極端

に悪く、 1 日に１０数件の往診で走行距離が１００ｋｍ近くに及ぶこともあり、 この部分は診療報酬に考慮

されていないため厳しい状況ではあるが、 医師をはじめ看護師スタッフでがんばっています。 市の中心部

から離れている川上町、 備中町の地域医療を充実させるためには、 点在する医療 ・ 福祉施設が密接

な連携を行うネットワークを構築し、 地域分散型ネットワークを進めていけば地域医療 ・ 福祉が守られて

いくとのことでした。

　議員にとって、 地域医療について大いに参考になる研修でした。

 議員研修会を開催しました 

【
議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会
】

　

 

委

員

長　

川
上　

博
司

　

 

副
委
員
長　

宮
田　

公
人

　

 

委　
　

員　

三
上　

孝
子

　

 

委　
　

員　

小
林　

重
樹

　

 

委　
　

員　

森
田　

仲
一

　

 

委　
　

員　

内
田　

大
治

　

 

委　
　

員　

宮
田　

好
夫

☆
ご
意
見
は
こ
ち
ら
ま
で

　

高
梁
市
議
会
事
務
局

　

  

高
梁
市
松
原
通
２
０
４
３

　

   

℡
０
８
６
６-

２
１-

０
２
７
６

 議員研修会を開催しました 
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東日本大震災の被災者へのお見舞い

　３月１１日に三陸沖を震源に発生した東日

本大震災 （東北地方太平洋沖地震） に際

し、 被災者の皆様に心よりお見舞い申し上げ

ます。

　　　　　　　　　　　　高梁市議会議員一同

　災害支援の一助として議員が募金を募り、

次のとおり災害見舞金を送付いたしました。

・ 金　 額　　３００，０００円

・ 送金先　　日本赤十字社

　また、 友好都市の茨城県筑西市に災害見

舞金として、 ５万円を贈りました。

　　　　　　ようこそ高梁市へ
　本市の行政調査のため、 次の議会が来高
されました。
　☆２月４日　岐阜県羽島市
　　歴史を活かしたまちづくりについて

編
　
集
　
後
　
記

　

こ
の
た
び
の
東
日
本
大
震
災
、
被
災
地
の
皆
様
に
謹
ん
で

お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

高
梁
市
議
会
も
、
日
本
赤
十
字
社
を
介
し
て
、
義
援
金
を

送
付
す
る
と
と
も
に
、
執
行
部
提
案
の
義
援
金
支
出
と
被
災

者
の
受
け
入
れ
に
か
か
る
予
算
を
早
急
に
議
決
し
震
災
へ
の

対
応
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
被
災
地
の
一
日
も

早
い
復
興
を
願
う
と
と
も
に
、
今
後
、
本
市
と
し
て
何
が
で

き
る
の
か
互
い
の
知
恵
を
絞
ら
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

５
月
の
議
会
だ
よ
り
は
、
新
編
集
子
と
な
っ
て
２
回
目
の

発
行
と
な
り
ま
す
が
、
通
告
質
問
の
レ
イ
ア
ウ
ト
変
更
や
、

議
案
に
対
す
る
各
議
員
の
賛
否
を
一
覧
表
形
式
に
す
る
な
ど
、

少
し
ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
読
み
や
す
い
紙
面
を
目
指
し

て
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
を
重
ね
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
、
ご
感
想
を
ぜ
ひ
議
会
に
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。  　
　
　
　
　
　
　
　

   

宮
田　

公
人


